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1. 領域 D = f(x; y) j x2 + 9y2 5 1g で定義された２変数関数を f(x; y) = xy として、
次の問に答えよ。(配点２０点）
(1) D の内部の点での f(x; y) の停留点とその点での値を求めよ。(３点）

(2) D の境界を表す式を g(x; y) = 0 とするとき、 g(x; y) を求めよ。(３点）

答： g(x; y) =（ ）

(3) ラグランジュの未定乗数法を用いて、D の境界上で極値を与える点を求める方程
式を書け。(４点）

答：① ② ③ g(x; y) = 0

(4) f(x; y) = xy の最大値と最小値を与える点及びそれらの値を求めよ。(１０点）

2. 次の問の括弧内に適当な式を書け。(配点９点）

(1) 一次変換 x = au+bv; y = cu+dv のヤコビアンは、J(u; v) =（ ）
である。(３点）

(2) 極座標変換 x = r cos µ; y = r sin µ のヤコビアンは、J(r; µ) =（ ）
である。(３点）

(3) 変換 x = uv; y = u + v のヤコビアンは、J(u; v) =（ ）である。

(３点）



3. 領域 D = f(x; y) j x2 5 y 5 ¡2xg として、次の問に答えよ。（配点 15 点）
(1) 領域 D を xy 平面上に図示せよ。（3点）

(2) D を横線形集合で表わせ。（4点）

(3) 上記の領域 D で２重積分
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xy dxdy の値を求めよ。（8点）

4. 次の問に答えよ。(配点１６点）

(1) 累次積分
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dx の積分順序を交換せよ。(６点）

(2) 累次積分
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dy の値を求めよ。(１０点）



5. 次の問に答えよ。（配点 15 点）
(1) 領域 D = f(x; y) j 1 5 x2 + y2 5 9g を xy 平面上に図示せよ。（3点）

(2) 極座標変換 x = r cos µ; y = r sin µ に対して、領域 D に対応する
rµ 平面上の領域 E を求めよ。（4点）

(3) ２重積分
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(x2 + y2 + xy) dxdy の値を求めよ。（8点）

6. 領域 D = f(x; y) j 1 5 x+ 2y 5 4; 0 5 x¡ y 5 1g とし、ZZ
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(x+ 2y)(y ¡ x) dxdy を求めよ。(配点１０点）



7. xyz座標で表された３次元空間の内の領域 x = 0; y = 0; z = 0 において、
円柱面 x2 + y2 = 16 と３平面 x+ y = 4; x = z; z = 0 で囲まれた
立体の体積を求めよ。(配点１５点）


